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A．研究目的 
当院に通院中の HIV 感染者の登録数は、

2022 年 12 月時点で 4047 例となった。性

別は 96.4%が男性で、3.6%が女性であり、

日本全体の動向と大きな変わりはない。感

染経路についても同性間性的接触が主な感

染経路で、血液製剤による感染者は 2.4%で

あった。初診時の年齢については 30 代が一

番多く、次いで 20 代・40 代という傾向に

なっている。その中で重要なことは、60歳
以降 80 歳代で初めて来院された患者も一

定数の割合がおられ、年齢としてはかなり

幅広い患者層の背景である。 
血液凝固異常症の患者の年齢についても、

幅広い年齢層であり、HIV 感染血友病患者

は 34例の通院患者がおり、40歳代から 60
歳代である。生活習慣病の合併や悪性疾患

等の好発年齢でもあり、様々な診療科や医

療機関など、地域医療連携が重要となって

くる。しかし、療養の場である地域において

の患者の受け入れについては、まだまだ個

別の対応が中心であり、医療機関をはじめ、

介護・福祉施設、地域サービス提供施設など

の患者受け入れの準備は不十分である。ま

た、HIV 感染血友病患者の治療環境が様々

ある中、患者の高齢化、家族・サポートの変

化、疾病の情報とその情報提供の状況につ

いて、患者の支援評価や検討が包括的に行

えていない課題も残されている。さらには、

中核・拠点病院をはじめ、患者の居住地域で

の医療連携を行うにあたり、地域の担当者

と定期的、継続的に患者の情報交換、支援検

討等を行う機会、体制ができていない。 
このような背景の中、本研究の目的として、

効果的な地域医療連携におけるHIV感染血

友病患者を含むHIV感染者への支援の充実

とし、HIV 感染症の基礎知識及び支援の研

修会の開催および近畿ブロック内の中核、

拠点病院の看護担当者との連携のあり方の

検討を行った。HIV 感染血友病患者を含む

HIV 感染者の長期療養においては、高齢化、

合併・併存疾患など、医療・介護・福祉の各

領域における連携が重要となっている。そ

こで、効果的な地域医療連携における HIV
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感染血友病患者を含むHIV陽性者への支援

の充実とした。 
 
B．研究方法 
近畿ブロック内の保健所、訪問看護ステー

ション協会、社会福祉協議会、老人福祉施設

協議会、老人福祉連盟に対して、HIV 感染

症の基礎知識、支援の実際などの内容、研修

開催方式（出前研修またはオンライン研修）、

各団体の開催する研修会とのコラボレーシ

ョンなどの研修会開催企画についての要望

に応じた対応が可能であることを案内して

研修会を実施した。実施後アンケートにて

受け入れや連携ニーズと課題の検討を行っ

た。 
近畿ブロック内の中核、拠点病院の看護担

当者との連携について、看護連絡会議の定

期開催と府県毎での中核・拠点病院の看護

担当者との看護連絡会を行い、HIV 感染血

友病患者の療養状況について情報共有行い

支援を検討した。HIV 地域医療連携室とし

て、患者への療養支援を通して活動実績を

評価した。  
また、患者の受け入れの促進の観点から、

HIV/AIDS 研修の参加者を対象に、患者の

受け入れ及び看護実践の現状を把握し、地

域における患者支援の担い手または支援者

のサポートの役割が果たせるように、継続

的な地域支援者へのサポートについて検討

する。 
（倫理面への配慮） 
研修で用いた資料、アンケート等について

は、個人が特定できないように配慮した。 
 
C．研究結果 
研修会の開催については、訪問看護ステー

ション 1 件、障害者支援センター1 件のみ

であった。アンケートより、参加職種は「看

護師」83％、「理学療法士」17％であった。

HIV 研修参加歴は「ない」97％と、ほとん

どが、HIV 感染症研修参加が初めての状況

で、HIV陽性者の支援状況は、「支援したこ

とがない」が 65％であった。 
 

 

 

 
HIV陽性者への理解については、97％変化

があったとし、「他の利用者の支援と変わら

ない」「治療をしていれば感染することがほ

ぼないと知らなかったが、今回知ることで

安心した」などの意見が聞かれていた。今後

の対応については、「支援可能」61％「準備

が必要」25％「支援不可能」0％で、支援準

備が必要の理由としては、「他のスタッフへ

の最新情報の伝達」「自施設での課題がみえ

たのでその対策を進める」の意見で、支援す

ることを前提での内容であった。 
近畿ブロック内の看護連携会議について、

府県毎の中核・拠点病院の連絡会議につい

ては、人員配置の問題と担当者の交代もあ

り開催はできず。しかし、適宜担当者との患

者情報共有と患者個別の課題に対する支援

相談対応を行った。HIV 感染血友病患者の

療養状況については、医療・福祉・介護の各

側面の情報収集ツールの紹介と活用を提案

し、総合的な患者の状況把握ができるよう



HIV感染症および血友病におけるチーム医療の構築と医療水準の向上を目指した研究 

 43  

に取り組みの工夫を提案した。 
HIV/AIDS 研修の参加者を対象とした患者

の受け入れ及び看護実践の現状を把握につ

いては、調査対象の選定と内容を検討して

調査を予定している。また、地域支援者への

情報資材についても、内容検討して改定を

行う予定である。 
HIV 地域医療支援室として、HIV 感染血友

病患者及び HIV 陽性者への活動実績は

2991件で、うちHIV 感染血友病患者は 127
件であった。 
 

 
 
主な支援内容としては、療養生活における

心理社会的な相談、地域医療機関受診の際

の受診調整等を実施した。HIV 感染血友病

患者には、新型コロナワクチン接種の希望

調査のもと、接種可能な患者に対してワク

チンの接種、外来リハビリテーションの開

始、定期的な血友病整形外科での関節評価、

循環器疾患の評価として血圧脈波検査等、

包括的な患者の現状の評価と必要な治療の

提供が行えるよう総合健診を行えるように

した。そこで、患者支援団体を通じて案内を

行い、近畿ブロック内の他医療機関へ通院

しているＨＩＶ感染血友病患者への支援の

充実を図れる体制とした。また、先進医療と

して多施設協働での重粒子線治療の体制構

築に向けて検討をした。 
 
D．考察 
本研究は、効果的な地域医療連携における

HIV 感染血友病患者を含む HIV 陽性者へ

の支援の充実を目的とし、近畿ブロック内

の中核・拠点病院をはじめ地域支援者への

HIV 感染症の基礎知識や支援の実際など、

知識や最新情報の習得や情報共有できる機

会の提供など継続的な教育活動とサポート

体制を構築していくことが重要である。研

修の開催希望は少ないことは、アンケート

結果のように研修受講経験がほとんどない

状況を踏まえ、研修会の意義に対する認識

は低いと考えられる。個別支援での研修会

の開催を継続しつつ、広く知識習得機会を

得らえるような開催の方法については検討

が必要であると考える。 
近畿ブロック内の中核拠点病院・拠点病院

との施設間の連携において、適宜個別の支

援相談対応はできているが、現時点での支

援の困難さの相談は少ない。人員配置の問

題から支援評価が適切にできていない可能

性も考えられる。また、看護連絡会議への参

加もできない状況を考慮し、患者の支援状

況の把握をどのようにしていくのか課題が

残る。各施設の多職種からの状況把握等も

踏まえて、支援状況を評価して必要な支援

が提供できるような連携体制を構築してい

く必要がある。 
HIV/AIDS 研修の参加者を対象とした調査

に関して、地域支援者の拡大、継続的なサポ

ートの観点からの対象者の選定と内容を検

討して調査を進める。 
 
E．結論 
研修会の開催件数は少なかったが、研修会

の有効性は評価でき、地域支援者に対する

教育活動を継続的行う必要がある。中核拠

点病院・拠点病院での個別支援としての施

設間連携は図れたが、患者の支援状況の把

握や支援評価が行えているか、適切に支援

の評価と必要な支援提供ができるような連

携体制を検討する。 
近畿ブロック内の研修参加者の実践状況を
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調査し、地域支援者の確保とサポート体制

の構築を図る。 
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